
第8分科会

学生への留学支援と国際交流に関する試み
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深澤　 清治　　（広島大学 大学院教育学研究科 教授）

仲谷 ちはる　　（東京家政大学 教育・学生支援センター 主任）　

新井　 康友　　（京都ノートルダム女子大学 人間文化学部英語英文学科長・教授）

　　　　

コーディネーター

Robert　Kritzer （京都ノートルダム女子大学 人間文化学部英語英文学科 教授）

服部　  昭郎　　  （京都ノートルダム女子大学 国際教育センター長 人間文化学部人間文化学科 教授）

　海外の大学や大学院に留学する日本の学生が減っていることから、日本人学生の「内向
き志向」が指摘されている。
　各大学においても、国際教育センターなどの組織を作り、大学教育カリキュラムに位置
づけられた、学生への留学支援、国際交流に関する試みを実施している。本分科会では、
この大学での留学プログラムに焦点を当て、高度な言語運用能力の育成、国際理解学習、
異文化コミュニケーション能力の育成などを目的とした、大学における教育プログラムの
理念と効果を考えたい。
　まず、各報告者が『学生への留学支援と国際交流に関する試み』の理念や効果を紹介
する。担当職員の方からの「留学に関しての教員と職員の協働を意識した実践報告」も
報告される。その後は、このテーマについて、報告者および全参加者間で意見交換する場
としたい。

第
８
分
科
会

363



第
８
分
科
会

364



　第 8 分科会では、海外の大学、大学院への日本
人留学生数が減っている現状に鑑みて、学生に対す
る留学支援と国際交流に関して、各大学で行われて
いる試みが報告され、フロアとの間で活発な意見交
換が行われた。
　報告者は、深澤清治先生（広島大学）、仲谷ちは
る先生（東京家政大学　教育・学生支援センター）、
新井康友先生（京都ノートルダム女子大学）の３名で
あった。コーディネーターは、Robert Kritzer 先生、
服部昭郎先生（いずれも京都ノートルダム女子大学）
であった。本稿では、各大学からの報告内容、及び
意見交換を通して明らかになった、留学支援を必要
とする諸問題について報告する。

１．各大学における試みの報告

　前半は、報告者である３名の先生方から、所属大
学における試みについての報告が行われた。以下に
その内容を報告する。

（１）深澤清治先生（広島大学）
　広島大学教育学部の深澤先生は、「語学留学を超
えた海外研修の試み－将来の教育人財育成を目指し
て－」というテーマで、教員を目指す人を対象としたプ
ログラムについてお話をされた。そして留学は、語学
だけでなく、新しいものの見方とそれに対する態度を

＜第8分科会＞

学生への留学支援と国際交流に関する試み

学ぶ機会であることを強調された。そして、日本人
の欧米への留学生数が減少し、東南アジアから欧
米への留学生が増えていることを指摘された。日本
人は内向きでコミュニケーションに消極的な面がある
こと、英語に自信がないこと，留学費用が高いこと
がその原因としてあげられるとし、言葉はコミュニケー
ションのためにあるので、「通じる」ではなく「通じさ
せる」ことも重要であると論じられた。
　具体的には、広島大学で施行されている「海外留
学単位互換プログラム」（学部教育）と「体験型海
外教育実地研究」（大学院教育）を紹介され、「海
外留学単位互換プログラム」について、これからの
課題は、English only（常に英語で）という意識を
維持させることであるとされた。「体験型海外教育実
地研究」については、実習生の授業内容が，①日
本紹介型（例：ふろしきの話など）、②日米比較型（例：
日米のハンバーグの違いなど）、③日米共同型（漢
字を見せて意味を当てさせるなど、一緒に活動をす
る）の三つに分類され，参加者にとって貴重な体験
になっていることが報告された。

（２）仲谷ちはる先生　
（東京家政大学　教育・学生支援センター）
　東京家政大学の仲谷ちはる先生は、「学生への留
学支援と国際交流に関する試み－大学の教育理念
の発信を目指した授業事例－」というテーマで報告

参 加 人 数 　 35 名
報 告 者
　第１報告者　　　　深澤　清治　（広島大学 大学院教育学研究科 教授）
　第２報告者　　　　仲谷 ちはる　（東京家政大学 教育・学生支援センター 主任）
　第３報告者　　　　新井　康友　（京都ノートルダム女子大学 人間文化学部英語英文学科長・教授）
コーディネーター
　　　　　　　　　　Robert Kritzer（京都ノートルダム女子大学 人間文化学部英語英文学科 教授）
　　　　　　　　　　服部　 昭郎　（京都ノートルダム女子大学 国際教育センター長 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人間文化学部人間文化学科 教授）
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された。留学も国際交流も教育の根本（教育理念）
に根ざしたものであらねばならいとし、大学の教育
理念の発信を目指した留学前教育が行われることの
重要性を強調された。
　そして、最近の大学における留学支援としての授
業事例を紹介され、なかでも授業目標に注目された。
そこでは英語運用能力や異文化理解対応能力の向
上を目指すものは多いが、大学の教育理念の発信を
目指すものは見受けられないことを指摘された。ま
た、勤務校における留学支援としての授業「海外留
学概論」で、ゲストスピーカーとして関与した1コマ
の授業事例についても報告された。そのうえで、留
学に関する教育に職員が参加する教職協働の意義
と課題について触れられ、留学が大学教育留学とし
て意義のあるものとなるためには、留学が教育理念
の「発信要素」として機能していることが必要である
と論じられた。また、留学に関する教育においては、
教職員の連携、協働体制が大きな意味を持つことも
強調された。東京家政大学では、教職員の協働体
制を重視して取り組んでいる結果、留学生数の減少
は見られないことを報告された。

（３）新井康友先生（京都ノートルダム女子大学）
　新井康友先生は、「The Study Abroad Program 
at  Kyoto  Not re  Dame Un ive r s i t y  :  A n 
Overview」というテーマで、京都ノートル女子大学
で施行されている国際留学プログラムについて報告
された。ポイントは、①プログラムがカリキュラムに
沿ってできていること、②歴史的に発展してきたプロ
グラムであること、③学科が目指すものとプログラム
の一致を重要なことと考えていることの三点であった。
　そして、プログラム発展の歴史を概説され、1961
年に開学してから「英語から始まった大学」として、
一貫して英語教育に力を入れてきたと説明された。
交換留学は、アメリカ合衆国の３校と提携し、「英語
を学ぶ」から「英語で学べ」という考え方のもとに実
施されていること、最近は留学生数が減少してきて
おり、その理由として経済的な問題が考えられるこ
と、英文科独自の予算で対応しているが、今後の大
きな課題であることを強調された。

２．フロアとの意見交換を通して

　後半では、上記の報告内容を踏まえて、報告者及
びフロア間で活発な意見交換が行われた。意見交
換の主な柱は、（１）費用、（２）言語トレーニング、（３）
留学後ケア、（４）オフィスからの支援、（５）留学で
きない学生へのケアの５つであった。以下に、それ
ぞれを具体的に紹介する。
　（１）費用については、アメリカの物価が高く（以
前の３倍）、留学に要する費用が障壁になっている学
生が多いということである。支援として、フロアから、
「留学在籍料が必要となるが、代わりに大学の学費、
留学先の学費を無料にする（生活費は学生負担）」
といった取り組みがなされていることが報告された。
「提携校の学費を半額、または全額免除するなどし
て、二重払いにならないようにすること」も必要であ
ることがわかった。
　（２）言語トレーニングについては、「英語以外の
言語学習に対するカリキュラム上の配慮の必要性」、
「学力が低下し、英語の読み書き作文ができないこ
とへの対応」、「場面場面で必要とされる語用論的な
意味での言葉の問題に対応できる力が必要」といっ
たことが留学前教育における課題として挙げられた。
 （３）留学後ケアについては、語学力を持続させる
ために「研修センターに宿泊させ、英語での研修を
行う」、「アメリカ人教員の英語の授業に入れるように
する」、「誰かの役に立ちたい、という意欲を持って
帰って来る学生が多いので、これから留学する学生
のサポートする機会を提供する、オープンキャンパス
で留学経験について話す」などの取り組みがなされ
ていることがわかった。
　（４）オフィスからの支援については、「教職員の
連携、協調しながら、それぞれの役割でサポートす
ること（教員は事前事後の指導、職員は手続き上の
こと、教員と学生をつなぐコーディネーター）」、「留
学前の説明会で留学経験者に話をしてもらう」、「海
外生活に対する危機意識、自主性が低い学生が多
いので海外渡航安全説明会を開く」、「海外からの留
学生と交流できる場を提供する」といった取り組み
がなされていることがわかった。
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　（５）留学できない学生へのケアについては、（４）
と重なるが、「海外からの留学生と交流できる場を提
供する」、「英語での宿泊研修に参加し、疑似的な留
学経験をさせる」といった取り組みがなされているこ
とがわかった。

　以上のように、第８分科会では、「学生への留学
支援と国際交流に関する試み」について、具体的な
問題点や課題が提示され、それに対する取り組み（試
み）についても示唆に富む多くの情報交換、議論が
なされ、実りのある有意義な内容となった。

文責　京都ノートルダム女子大学　田中誉樹
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語学留学を越えた海外研修の試み
ー将来の教育人材育成を目指してー

広島大学 大学院教育学研究科 教授 深澤　清治
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学生への留学支援と国際交流に関する試み
ー大学の教育理念の発信を目指した授業事例ー

東京家政大学 教育・学生支援センター 主任 仲谷 ちはる
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The Study Abroad Program 
at Kyoto Notre Dame University : A Report

京都ノートルダム女子大学 人間文化学部英語英文学科長・教授 新井　康友

I will report on the study abroad program at Kyoto Notre Dame University 

(KNDU, henceforth) and how it fits into the aim of English Language

and Literature Department. I will also report on the number of students 

who have gone on two of the programs at the end. I will limit the report 

RQ�WKH�VWXG\�RI�(QJOLVK�DEURDG��ZKLFK�ZDV�WKH�¿UVW�DQG�IRUHPRVW�SXUSRVH�

for KNDU's study abroad programs.

English Language and Literature Curriculum

The English Language and Literature Department bases its curriculum

on the idea that language study is ``from study of English to study

by use of English,'' which was an idea implicit in its curriculum from

the very beginning. We celebrated our 50th anniversary in December 2011

DQG�ZKHQ�ZH�ORRN�EDFN�WR�WKH�EHJLQQLQJ��WKH�LGHD�ZDV�WR�¿UVW�KDYH�WKH

students study English, which was the language of our founders, and

from there, to extend their knowledge of English by studying something

using English, such as literature, linguistics, or communication.

A Very Short History of Study Abroad Program

7KH�VWXG\�DEURDG�SURJUDP�DW�.1'8�EHJDQ�LQ�������7KH�¿UVW�SURJUDP�ZDV

to have students experience life in another culture under another

language. Students were taken to St. Louis in the U.S.A., where they 

spent a month learning English and living in the community.

Now, the study abroad program has been extended to three types; Kenshuu,

Semester Study Abroad, and Study at our Sister Colleges. 

Kenshuu is a set of programs which is an extension of the

  program we had from the beginning. We send students, during the

  summer and spring recesses, to universities in North America, 第
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  Scotland, and Australia for three to four weeks. They study English

  in their respective language programs. They also live in a

  ``home-stay'' situation during their stay and go to their classes

  from their `homes.'

Semester Study Abroad is a program in which a student goes

  abroad to study English for one semester (extendable to two

  semesters) also to colleges and universities in North America,

  Britain, and Australia.

Study at our Sister Colleges is designed to have a student go

  to our sister colleges in the United States (Mount Mary College in

  Wisconsin, College of Notre Dame of Maryland, and Regis College in

  Massachusetts) and study with the students in those respective

  colleges.

Curriculum and Study Abroad

The study abroad program at KNDU is based on the same idea of having

a student begin by studying English and extend her knowledge of English

by having her study something using English.  Kenshuu initiates a 

student to English and living in foreign communities.  Semester Study

Abroad allows a student to go abroad to study English and have a taste

of learning something using English. Study at our sister colleges allows

a student to make use of their knowledge of English to learn something

other than English with students of U.S. and other countries.

In this way, our study abroad program continues the initial aim of

learning that our founders had began.

The Recent Reduction of Students Going Abroad

Now the question is why the number of students going abroad has gone 

GRZQ�RYHU�WKH�\HDUV��/HW�XV�¿UVW�WDNH�VWXG\�DW�RXU�VLVWHU�FROOHJHV��

:H� PXVW� ¿UVW� PHQWLRQ� WKDW� WR� JR� XQGHU� WKLV� SURJUDP�� D� VWXGHQW� PXVW�

¿UVW�WDNH�72()/�DQG�UHFHLYH�D�����WR�����RQ�3%7��RU����WR����RQ�L%7��

in order to qualify to go. This is the usual demand made by colleges 

and universities in the U.S.A. for foreign students. The requirement 
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was met at the beginning of this program in 1991. However, as you see

(in Appendix I) from the numbers of students going to our sister colleges

under this program every year, the number has gone down drastically, 

ZLWK� WKH� SHDN� DW� ������ XQWLO� WKH� QXPEHUV� KDYH� GURSSHG� WR� ]HUR� PRVW�

recently. This is mainly due to the drop in academic performance of 

our students, but also due to the rise in tuition in the U.S.A. and 

the economic down fall in the 1990's.

7KH� PLG�ZD\� SURJUDP�� WKH� 6HPHVWHU� 6WXG\� $EURDG� 3URJUDP�� KDV� EHHQ�

constant with the numbers going up and down even now. The program is

still young and perhaps more congenial to our students since the 

requirement is not as improbable for them as going to sister colleges.

We may have as many as 12 going in one year and then the following year

we may have four. Actually, since the students seem to want to go together

with their friends, we limited the number of students to two students 

per institution in one semester, since we do not want too many going 

together. Thus, the upper limit of the number of students who can go

is limited by the number of institutions open to this program, which 

is five (East Anglia University in England, Monash University in 

Australia, Regina University in Canada, University of California, Davis

in the U.S.A., and College of Notre Dame of Maryland) at the moment.

The number has dropped drastically under Kenshuu, until now we have 

DV�IHZ�DV����VWXGHQWV�JRLQJ�LQ�WKH�\HDU�������7KH�IHH�IRU�WKLV�SURJUDP

has not changed much since the beginning and unlike the program to our

VLVWHU�FROOHJHV��WKHUH�LV�QR�UHTXLUHPHQW�IRU�72()/��:H�VHH��WKHUHIRUH�

that for some reason the number of students going abroad under this 

program has dropped drastically since the year 2004, not because of

cost or of academic performance, as much as of their desire or will

to go abroad. The number going abroad has dropped in general among 

Japanese students, as we see from the numbers provided by the 

KagakuMonbusho (on page 4), also beginning in 2004. We should note, 

though, that since around 2006, the number of credits students receive

from this program has been reduced from 6 credits to 2. This may have 

had quite an effect.
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Answers to Questions Asked at the Meeting

In the following, I present the Q and A session we had following our 

reports.

The number of institutions we have contract with: There was a question 

on the number of institutions we have contractual ties with and our 

Kacho, who happened to be present, answered it for me. We have more 

than 15 contractual ties with universities and colleges in North America,

Britain, and Australia.

Some problems the students face because of cultural differences:

Another participant asked what sort of problems the students face in 

their overseas experience. I mentioned in my report that when I myself 

ILUVW� ZHQW� WR� WKH� 8�6�$�� LQ� ������ WKH� JDS� EHWZHHQ� WKH� WZR� FRXQWULHV�

was so big that I had problems adjusting to life there and also when 

I came back to Japan in 1967. Nowadays, Japan is just as advanced, if 

not more advanced, than some of the places the students go to. However, 

they still face some problems from differences in life style. The three 

biggest problems they face involve clothes, food, and water.

)DVKLRQ� RI� \RXQJ� SHRSOH� LQ� -DSDQ� WRGD\� LV� VR� XQLTXH� WKDW� WKH\� IDFH�

problems in other countries. We recommend or even plead with them to 

wear clothes more atuned to clothes students wear in the countries they 

visit.

In North American countries, the food people eat for breakfast and they 

take for lunch is very simple; a bowl of cereal for breakfast and a 

VLPSOH� VDQGZLFK� IRU� OXQFK�� 2XU� VWXGHQWV� FRPSODLQ� WKDW� LW� LV� QRW� DQ�

appropriate meal.

Japan is quite rich in water supply. Not all countries are blessed with 

this abundance. The homes where they stay complain that our students 

use too much water for bathing and shampooing. This is a very big problem 

for our students, who take bath and shampoo their hair everyday.

2YHUDOO��WKH�VWXGHQWV�GR�QRW�IDFH�WKH�NLQG�RI�SUREOHPV�,�IDFHG�ZKHQ�
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I went to the U.S.A. in 1957 nor when I came back in 1967. However, because 

Japan has advanced quite a bit since then, our students face different 

kinds of problems, the sort I mentioned above. We expect further problems 

of this sort as Japan advances further in its unique way.
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Appendix I:

⡿ᅜጜጒᏛὴ㐵␃Ꮫ⏕ࡢ᥎⛣

ᖺᗘ  91　92　93　94　95　96　97　��　99　00　01　ྜィ

 11 　0  　2  　1  　4  　1  　1  　1 　0  　1 　0　　 �࣮࣓ࣜࢺ࣐ࣥ࢘

 30 　1  　1  　5 　3  　2  　4  　0 　2  　2 　1 　9   �ࢻ࣮࣓ࣥࣛࣜ

��� 　6  　6  　6 　9  　9  　3  　5 　3  　3 　1  　　   ࢫࢪࣞ

ྜィ�    9　 2　 6　  5　 6　  �　12　16　12　 9　  7　 ���

(adapted from�ி㒔࣒ࢲࣝࢺ࣮ࣀዪᏊᏛ�(2001))

Appendix II:

≉ᐃ┠ⓗᾏእ◊ಟᐇ⦼⾲㸦㸯㸷㸷㸳㹼㸰㸮㸯㸯㸧

ᖺᗘ97　96　�95ࠉࠉࠉ　��　99　00　01　02　03　04　05　06　07　��　09　10　11 

　　　29　　　 15　47　29  　࣓࢝ࣜ 25　　　22　　　 21　　　 22　　　　　  14 

ⱥᅜ　　　  29　22　20　21　　　 26　　　 23　　　 16 　　　 16　　　 11　　　　　 14 

 20　��　22　25　　　��　25　25　31　32　33　32　32　30 　　　　  　　ࢲࢼ࢝

 4　　　　17 　　　13　24　20 　　　24 　　　20 　　　23 　　　12　24　ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜

ྜィ34　35　33　60　40　59　41　71　54　77　59　��　53　77　93　���ࠉࠉࠉ　���

(adapted from ி㒔࣒ࢲࣝࢺ࣮ࣀዪᏊᏛ (2011))
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Appendix III: 

&RQGLWLRQV�RQ�*RLQJ�$EURDG�XQGHU�WKH�7KUHH�3URJUDPV

Kenshuu Program���$Q\RQH�ZLWK�72(,&�VFRUH�DERYH�����FDQ�JR�

Semester Study Abroad Program�� � $Q\RQH� ZLWK� 72(,&� VFRUH� DERYH� ���� FDQ�

go.

Study at Sister Colleges���0XVW�KDYH�VFRUH�DERYH������3%7��RU�����L%7��

72()/��ZKLFK�LV�DERXW�����RU�DERYH�RQ�72(,&��DQG�D�KLJK�*3$�
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